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表５ 表現構成の類型化と話型

４ 検証授業の実施と考察

(1) 検証授業ⅠとⅡの関連

３領域を関連付け，習得した基礎的・基本的な知識・技能をその後の学習に生かしていくこと

は文学的文章を解釈できる能力を養うために効果的である。本研究において，検証授業Ⅰの「話

すこと・聞くこと」の学習で身に付けた「話す力・聞く力・話し合う力」を検証授業Ⅱの「読

むこと」の学習で生かしていくという構想を立てた。

図 12 検証授業Ⅰと検証授業Ⅱの身に付いた力のつながり

読むことの学習において，交流活動を充実させるためには，自分の考えをもち，立場をはっ

きりさせることと，話す力・聞く力をつけることが必要である。したがって，検証授業Ⅱに入

る前に，「話すこと・聞くこと」の単元を意図的に配置し，検証授業Ⅱを見越した指導をするこ

とにした。このようにして読むことの単元に入る前に話す力・聞く力をつけておくことが効果

的であると考えた。

②根拠

項目 内容 話型

事実

（叙述）

文章にどのように書かれて

いるか。

○ページの△行目に「○○○・・・」

と書かれてあることから，このよ

うに考えました。

学習結果
学習したり調べたりしたこ

とが意見に結び付くか。

学習（調査）した結果，次のよう

なことがわかりました。

比喩
取り上げる事象は，何に似て

いるか。

この○○は，まるで△△のようで

す。

体験
自分の体験が意見にどう結

び付くか。

私は，過去に「○○○…」という

経験をしたことがあります。

具体例
例えると，どのようなことが

言えるか。

例えば「○○」です。

具体的に言うと「○○」です。

作者の情報
作者の生き方や考えがどの

ように結び付くか。

作者は幼いとき「○○」という経

験をしました。

作者は，「○○」という考えをも

っています。

引用
他の人はどのように考えて

いるか。

○○という人は，△△という本の

中でこのように述べています。

資料
資料が意見や考えをどのよ

うに裏付けるか。

この資料を見てみると，「○○」

ということがわかります。

仮定
「もしも」の話が意見や考え

にどう結び付くか。

もしも，「○○」だったらどうで

しょうか。

時代背景

作者が生きた時代や作品が

できた時代の背景にはどの

ようなものがあったか。

作品ができたのは○○年です。こ

の年は，△△という出来事が話題

になりました。

①意見・考え

項目 内容 話型

断定

自分の意見

や考えは，根

拠から確実

なものであ

るか。

私の意見は「○○」で

す。

私の意見は「○○」で

間違いありません。

私は「○○」と考えま

した。

推定

自分の意見

や考えは，確

実ではない

が，ほぼそう

言える根拠

があるか。

私は「○○」だと思い

ます。

「○○」だと思われま

す。

検証授業Ⅰ 「話すこと・聞くこと」
単元名「相手の意図を聞き取り，自分の主

張を伝えよう」
教材名「学級討論会をしよう」
５月 ７時間扱い

検証授業Ⅱ 「読むこと」
単元名「宮沢賢治の世界を味わおう」
教材名「やまなし」
１０月 ８時間扱い

《身に付いた力》
・ 話の共通点や相違点などを整理したり自分

の意見と比較したりして，考えをまとめる力

・ 自分の立場を明確にし，相手に分かるよう

に発表する力

《身に付いた力》
・ 自らの考えを表現したり，友達と交流したり

して，自分の考えを深める力

・ 自分の考えを根拠を明確にして表現する力
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図 13 検証授業Ⅱの構造図

(2) 検証授業Ⅱの概要

検証授業Ⅱは，文学的文

章教材「やまなし」を使っ

た学習である。単元の構造

を図 13 のように考えた。

子どもがもつ疑問から学習

課題を設定し，「主体性」「読

解・表現」「交流」を通して

それらを解釈していく。そ

して，解釈した学習課題を，

最後に解説書という形で表

現していく単元である。

ア 授業学級

さつま町立盈進小学

校第６学年２組 男子

16名 女子14名 計30名

イ 単元名 宮沢賢治の世界を味わおう

（教材名「やまなし」「イーハトーヴの夢」 光村図書６年）

ウ 単元の目標

(ｱ) 学習についての課題意識をもち，解決に向けて意欲的に学習に取り組むことができる。

（関・意・態）

(ｲ) 場面の様子や主題等を読み取るとともに，発表や記述，交流を通して自分の考えを深め，

確かなものにすることができる。（読むことエオ）

(ｳ) 目的に応じて，同一作者の本や作品を選び，読むことができる。（読むことカ）

(ｴ) 文章中の表現の工夫に気付くことができる。（伝国イ(ケ)）

エ 評価規準

国語への関心・意欲・態度 ① 学習の目的と身に付けたい力を理解し，見通しを

もって学習しようとしている。

読む能力 ② 学習課題を文章表現や資料から読解し，引用や図

表を用いるなど，根拠を明確にして，表現している。

③ 自らの考えを表現したり，友達と交流したりして

自分の考えを深め，主体的に解釈している。

④ 作品の特徴や筆者の思いを知るために，宮沢賢治

の作品を選んで読んでいる。

言語についての知識・理解・技能 ⑤ 比喩やオノマトペなどの文章表現の特色に気付

いている。

オ 検証のポイント

① 単元を通して主体的な解釈へ導くための課題設定の工夫

② 読みの視点を基に，読解させるための指導の在り方

③ 表現することで自らの考えを確かなものにする学習の実際

④ 検証授業Ⅰで習得した話合いに関する基礎的・基本的な知識・技能を活用した交流の

工夫
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(3) 指導計画

次 時 主な学習活動 教師の具体的な働きかけ

一(

つ
な
ぐ
・
つ
か
む

見
通
す)

１

１ 検証授業Ⅰを振り返り，学習のつながりを

確認する。

２ 実態調査の結果を知る。

３ 宮沢賢治について，大まかに知る。

４ めあてを確認する。

「クラムボン」の正体をつきとめるに

は，どのようにすればよいのだろうか。

５ クラムボンは何なのか考える。

６ 単元の学習課題を立てる。

宮沢賢治の伝えたかったことや作品の

特徴を「やまなし解説書～わたしが読んだ

やまなし～」を作って表現しよう。

○ 手引きを基に，以前の学習が生か

されることを理解させる。

○ 宮沢賢治についての意識や「やま

なし」の内容理解の実態を示し，学

習への意欲付けを図る。

○ 子どもからの疑問で最も多かっ

た「クラムボン」について全員で読

み取り，叙述から解釈可能であるこ

とを実感させる。

○ 内容や表現が独特であることを

共通理解し，学習したことをまとめ

る言語活動を設定する。

○ 自主課題を設定し，各自で進めさ

せるようにする。【評価規準①・②】

【評価規準④：並行読書】

２

７ 学習計画を立て，見通しをもつ。

(1) めあてを確認する。

目標を達成するための学習計画を立て

よう。

(2) 「やまなし解説書」の内容や構成を知る。

(3) 本単元の学習において付ける力を知る。

(4) 学習計画を立てる。

○ 教師が解説書の例を作成してお

き最終的な目標をイメージさせる。

○ どんな力が付くのかを子どもと

共通理解する。

○ 個人で取り組みたい課題も決め

させておく。 【評価規準①】

二
（
調
べ
る
・
深
め
る
）

３

８ 場面のイメージをつかむ。

(1) めあてを確認する。

「五月」と「十二月」はどんなイメー

ジをもつ場面なのだろうか。

(2) それぞれの場面をイメージできる言葉

を抜き出す。

(3) 抜き出した言葉から，「五月」と「十二

月」のイメージを話し合う。

○ 読みの視点

・色彩 ・比喩 ・登場人物の行動

○ 「五月」班と「十二月」班に分け

て調べさせ，後半でまとめる。

【評価規準②・⑤】

４

９ 「やまなし」という題名について考える。

(1) めあてを確認する。

どうして宮沢賢治は，題名を「やまな

し」にしたのだろうか。

(2) 解決の方法を話し合う。

(3) 課題を解決する。

○ 読みの視点

・季節 ・時刻 ・谷川の様子

・落ちてきたもの

・かにの兄弟の様子

○ 比較することで，課題解決へと

導く。 【評価規準②・③】

５

10 「イーハトーヴの夢」を読み，賢治の生

き方・考え方と作品との関連を調べる。

(1) めあてを確認する。

宮沢賢治の生き方や考え方はどの

ように作品に関係しているのだろう

か。

(2) 解決の方法を話し合う。

(3) 課題を解決する。

○ 読みの視点

・賢治の行動 ・考え

・理想 ・生き方

○ 伝記の学習については５年「百

年後のふるさとを守る」を想起さ

せる。 【評価規準③】
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１．宮沢賢治を知っていますか。
・知っている（15） ・知らない（14）

２．「知っている」人は，どんなことを知っていますか。
・名前は聞いたことがある（14） ・写真を見たことがある（３）
・作品を読んだことがある（１）

３．宮沢賢治の作品を読んだことがありますか。
・ある（２） ・ない（27）

４．「やまなし」を読んで，話の内容が分かりましたか。
・よくわかった（０） ・分かった（５）
・あまり分からなかった（19） ・全く分からなかった（５）

① 「クラムボン」とは何か。
② やまなしが落ちてきたとき，兄さんかにが「かわせみだ」と言ったのはなぜか。
③ お父さんは，どうして「目が赤かったか」と聞いたのか。
④ 作者は，ほかの作品でも造語を使うのか。
⑤ 「なめらかな天井」とは，何を表しているのか。
⑥ 宮沢賢治の他の作品にも独特のオノマトペが使われているのか。
⑦ 最後の１行の意味は何か。「私」とはだれか。
⑧ なぜ，「ドブン」ではなく「トブン」なのか。
⑨ 「つぶつぶ暗いあわ」とあるが，なぜ「暗い」と表現したのか。
⑩ かにの親子がいる川は，深いのか浅いのか。
⑪ なぜやまなしは一個だけ流れてきたのか。
⑫ 宮沢賢治の他の作品にも同じ特徴があるのか。
⑬ 宮沢賢治の他の作品のテーマは何か。
⑭ なぜ，他のくだものではなく「やまなし」だったのか。
⑮ どうして「かわせみ」だったのか。
⑯ どうして，かにのお母さんは出てこないのか。
⑰ 「上」「下」とは，何を表しているのか。

三
（
生
か
す
・
ま
と
め
る
）

６

７

11 「やまなし解説書」を作成する。

(1) めあてを確認する。

学習したことを，根拠をはっきりさ

せて解説書にまとめよう。

(2) 説明書の構成（目次）を決め，学習

したことを振り返り，まとめていく。

(3) 各自の課題を解決していく。

○ 学習したことを様式に合わせて

まとめさせる。様式は，教師側で準

備しておく。

○ 導入部でもっていた各自の課題

や疑問については，この段階で読み

取り，解釈させる。【評価規準③】

８

12 「やまなし解説書」を紹介し，意見や感想

を述べ合う。

やまなし解説書の発表会をしてよい

ところを見つけたりアドバイスをした

りしよう。

13 学習の振り返りをする。

○ 評価の視点を示し，お互いに認め

合ったり，アドバイスし合ったりで

きるようにする。

○ 自己評価・相互評価において達成

感を味わわせる。 【評価規準③】

(4) 授業の実際と考察

ア ポイント① 子どもの意識を主体的な解釈へ導くための課題設定の工夫

導入部では，事前に実施しておいた子どもの実態調査結果や作者に関する資料を提示した。

提示した実態調査項目と回答は次の通りである。

事前の実態調査を見ても分かるように，宮沢賢治について知っていたり，作品を読んだり

したことのある子どもは少なかった。世界的にも知られている日本人作家のことを自分たち

はほとんど知らず，作品も読んだことがないという事実を踏まえて，作者を簡単な資料を基

に知ることにした。そして，作者への関心を高め，教材「やまなし」に疑問をもたせること

によって学習への意欲付けを図った。

下記は，子どもが「やまなし」を読んで抱いた疑問の中から抜粋したものである。
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子どもが最も疑問をもち，関心を示し

たものが「クラムボン」だった。クラム

ボン自体何なのかははっきりしておら

ず，教科書でも注釈に「意味はよく分か

らない」と書かれている。そこで，導入

時に「クラムボンの正体をつきとめる」

という学習課題を設定し，あらゆる情報

からクラムボンの正体を推測し解釈す

ることにした。この活動のねらいは，分

からないものでも叙述から解釈できる

ことを実感させることにあった。子ども

は想像力を働かせ，思い思いに発言し，

そして学級全体で分析したり推測した

りしながら子どもそれぞれがクラムボ

ンを解釈するに至った（図 14）。

このようにして，子どもが抱いた疑問

を学習課題にすることにした。自分自身

が感じている疑問を解決し解説書にまと

めるという学習を展開することで，より

主体的に学習に取り組むものと考えた。

本単元で，最後に作成する「解説書」

については，教師が１学期単元の「カレー

ライス」で解説書を作り，モデルにした

(図 15)。

以上のように，導入部において課題を

明確にし，単元を貫く言語活動を位置付

け，解決していくことを意識させること

が主体的な解釈へと向かう手立ての一つ

であると考える。

イ ポイント② 読みの視点を基に，読解

させるための指導の在り方

ここでは，「読みの視点」，「学習過程の工夫」，「表現構成の類型化」について，実際の授業

展開に沿って述べていく。「読みの視点」は，子どもが情報を取り出しやすくするための手立

ての一つである。今回は教師側から提示することがほとんどであった。子どもそれぞれが，

本論文Ｐ11 の表４にある「読みの焦点化を図る描写等」を意識できれば，自らの力で読解で

きるようになると考えた。「学習過程の工夫」については，下記の授業展開を「読解・表現」

→「交流」→「解釈」と構成し，言語活動についても効果的に位置付けている。またワーク

シートを学習過程に沿って作成し，最終的に解釈の段階に到達できるようにした。「表現構成

の類型化」については，検証授業Ⅰでの学習を生かし，「主張」→「根拠」という決められた

様式で，主張と根拠がつながるように文章を書き，学習のまとめができるようにした。

図 14 クラムボン解釈のためのワークシート

図 15 解説書モデル
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学習目標
・ 場面の様子を表す言葉から，場面を想像することができる。

・ 「五月」と「十二月」の場面の違いに気付くことができる。

過程 主な学習活動 主な教師の発問・指示と子どもの反応（Ｔ：教師，Ｃ：子ども）

つ
か
む
・
見
通
す

１ 前時を振り返り，本

時の学習内容を確認す

る。

２ めあてを確認する。

３ 学習の進め方を話し

合う。

Ｔ：前の時間では学習計画と学習課題を決めました。みなさ

んからの疑問の中に「どうして『五月』と『十二月』な

のだろう」というものがありました。今日は，それぞれ

の場面の様子を読み取っていきます。めあてを読みま

しょう。

Ｃ：「五月」と「十二月」はそれぞれどんなイメージをもつ場

面なのだろうか。

Ｔ：イメージをつかむと言っても難しいので，ヒントとして

読みの視点を示します。次のものを表している言葉や表

現を探してみましょう。

○色彩 ○場面の様子が分かる言葉・表現

○比喩 ○オノマトペ

Ｔ：それでは，全員起立。それぞれ音読をして，読み終わっ

た人から作業に入りなさい。

Ｃ：(各自，音読をする)

読みの視点を参考にさせ，読みの焦点化と学習のス

ムーズな展開を図る。

調
べ
る

読
解
・
表
現

４ 視点に沿って，場面

をイメージする言葉や

表現を見つけ，抜き出

す。

《手立て①》
読みの視点の明確化

言語活動

【音読】

〈個人の学習〉
読みの視点に沿って

言葉を抜き出す

〈グループでの交流〉

言葉を分類する

言語活動

【場面の比較】

《ワークシート裏面》

交流の際，記録をと

る。

《読解の枠》

情報を取り出し，

比較する。

《分かったこと》

根拠とともに表

現することをま

とめておく。

《手立て②》
「読解」「表現」「交
流」を組み合わせ
たワークシートの
工夫
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交
流

５ グループで意見を出

し合う。

Ｔ：個人で見付けたものを見せ合って交流しましょう。

Ｃ：「白いやわらかな丸石」

Ｃ：「波が青白い」

Ｃ：「月が明るく水がきれい」

等

交流を通して，気付かな

かった言葉を自らのワー

クシートにまとめさせる。

深
め
る

交
流

６ 場面のイメージを考

える。

Ｔ：今の時点で，それぞれの場面を想像できる人は，書いて

みてください。

Ｔ：それでは，抜き出した言葉を発表してください。

１班：「青く，暗く」

２班：「白い」

３班：「黄金，鉄色」等

※ 抜き出したものを発表する。教師は板書していく。

Ｔ：明るい感じがする言葉には赤で○を，暗い感じがする言

葉には青で○をしていきます。

視覚を通して，読解・解釈へと導く。

Ｔ：「銀」は？

Ｃ：赤です。理由

は 魚 の 腹 が

光っているか

らです。

Ｔ：「鉄色」は？

Ｃ：青。重い感じ

がするから。

Ｃ：いや，赤だ。

銀と同じで，

光に当たると

光るから。

Ｔ：「鉄色」は机の脚とか，手すりの色だね。

Ｃ：それなら青かなあ。冷たい感じがします。

解
釈

Ｔ：「やまなしが落ちてきた」はどうかな。色でもないし，物

でもない。出来事だね。これは明るいでしょうか，暗いで

しょうか。

Ｃ：どっちだろう。

Ｃ：赤。やまなしが落ちてきて，かにたちは幸せになったか

ら。

Ｔ：見比べてみましょう。

Ｃ：「五月」は青が多くて，「十二月」は赤が多い。

ま
と
め
る

７ 学習のまとめをする。 Ｔ：どんなことが分かりましたか。まとめてみましょう。根

拠を自分で考えて書きましょう。

既習の表現構成を振り返らせ，学習のまとめを書かせる。

Ｃ：五月は明るい場面で，十二月は暗い場面だと言えます。

五月は「死んだ」のように暗い言葉が多く使われていて，

十二月は「月光のにじ」のように明るい言葉が多く使わ

れているからです。

《手立て④》

検証授業Ⅰの振り

返り（表現構成）

言語活動

【言葉とイメージ

を結び付ける】

《手立て③》

交流の場の設定

言語活動

【意見の交流】
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図 18 子どものワークシート例（第５時）

図 16 子どものワークシート例（第３時）

第３時の学習においては，主に

「読みの視点の明確化」「ワーク

シートの工夫」「交流の場の設定」

「表現構成の類型化」などの手立

てを講じた。読みの視点を子ども

が意識することによって，学びを

焦点化することができ，学習自体

もスムーズに進めることができ

た。また，表現構成については，

自分の考えを述べてから根拠を

述べるという技能の定着が図ら

れてきつつあることがつかめた

時間になった。

ワークシートの工夫については，

読解や交流の作業に時間を要し

てしまい，十分な活用が図れな

かった。活動とワークシートが

しっかりと結び付くように授業

を構想する必要がある。

第４時，５時についても同様に

手立てを講じ，授業を行った。

ウ ポイント③ 表現することで自

らの考えを確かなものにする学

習の実際

第Ⅲ章で述べたように，自らの

考えを確かなものにするには表

現することが効果的である。本実

践においては，読解したことや解

釈したことを書いたり発表した

りする機会を設け，指導すること

で子どもの考えを引き出そうと

した。

図 16 は，第３時のワークシー

ト例である。場面のイメージをつ

かませるために情景描写や行動

描写を読みの焦点化を図る描写

として，子どもに示した。そして，

明るいイメージの言葉と暗いイ

メージの言葉を分類し，そのこと

から分かったことを書き，交流を

通して最後にまとめる活動を

行った。

図 17 は，第４時のワークシート例である。二つの場面を比較し，そこから作品の主題に

図 17 子どものワークシート例（第４時）
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迫る学習内容である。比較することで分かったことを書いておき，交流を通してまとめを

行った。

図 18 は，第５時のワークシート例である。宮沢賢治の伝記と教材文を関連付けて読み，

作者の生き方・考え方が作品にどのように関係しているのかを学んでいった。

読解をする際には，考えたことを必ず表現することと根拠をはっきりさせて書くことを意

識付けさせた。これについては，検証授業Ⅰで「説得力のある話し方」を学習しており，そ

れが自分の考えをまとめる際の表現構成に生かされる結果となった。

エ ポイント④ 検証授業Ⅰで習得した知識・技能を活用した交流と解釈

検証授業Ⅱでは，「やまなし」を解釈し

最後に解説書にまとめるという言語活動

を設定した。その言語活動に検証授業Ⅰ

で習得した知識・技能を活用する構想を

立て，授業を展開した。

検証授業Ⅰ（図 19）で学習した分かり

やすく伝えるためのポイントは「結論を

先に，理由を後に述べる」，「具体例や自

らの経験を入れたり，具体物を示したり

する」，「順番を付ける（例：理由は三つ

あります。第一に…，第二に…）」であっ

た。これらを踏まえて，解説書の文章を

書かせた。この手立ては学習中の発表等

にも生かされた。

また，討論会の学習を読みの交流につなげることで，交流活動をスムーズに進められるよ

うにした。図 20 を見てみると，討論会と読みの交流とでは，目的は違うものの，内容や活

動においては共通する点が多いことが分かる。したがって，学級討論会を行うために学習し

た内容は，読みを深めるための交流でも十分に活用可能であると考え実践した。

《検証授業Ⅰ》 《検証授業Ⅱ》

図 20 検証授業Ⅱにおける既習事項（検証授業Ⅰ）の活用

自分の考えをもつ 自分の考えをもつ

読解 表現

学級を良くするための討論会
学級の課題を解決する

・論点に沿った話合い
・共通点，相違点を見出す
・
・意見を比較する
・出された意見を整理する
・話合いを焦点化する

やまなしを読み深めるための交流
自分の考えを深める・広げる

・読みの視点に沿った話合い
・共通点，相違点を見出す
・
・意見を比較する
・出された意見を参考にして自分

の意見を整理する

結論付ける 主体的に解釈する

討論会のための情報収集
意見の整理

図 19 検証授業Ⅰの学習の流れ
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学
習
課
題

考
え
・
意
見

根
拠

図 21 解説文の構成

「話すこと・聞くこと」で習得した知識・技能を「読むこと」で生かすことにより，指導事

項が精選された。交流についての指導を一からする必要がなくなり，既習事項を確認させる

ことで指導を効率よく行うことができた。また，子どもにとっても，検証授業Ⅰで学習した

ことが普段の学習での発表や解説書作りなど，単元の最後までいろいろな場面で活用される

結果となった。

例えば，第３時においては，ある子どもが「鉄色」について暗いイメージだという考えを

「重い感じがする」ことを根拠として表現した。これに対して他の子どもが光が当たると光

ることを根拠として明るいイメージだという考えを表現する場面が見られた。このような交

流を通して一つの対象について多様に解釈できた。

(5) 解説書に表現された解説文の考察

本実践では，単元を貫く言語活動を「解説書作り」とした。事前の実態調査により，子ども

は教材に対して「内容がよく分からない」という感想とたくさんの疑問をもっていることが明

らかになった。それらの疑問を解決し自分なりの解釈を加えたものを最後に「解説書」という

形で表現することにした。「解説」とは，「よく分かるように物事を分析して説明すること（広

辞苑）」である。解説する作業は，発信する側からの一方的なものであってはならない。受信す

る側が理解してこそ成り立つ作業である。相手意識をもち，疑問を分かるように説明できてこ

そ，解釈する力が付いていると言える。したがって，本実践において解説書を単元を貫く言語

活動として位置付けることは効果的であると考える。

今回作成する解説書は，前時までに学習した内容を再度考え直し，解説書の様式に書き換え

たり，自らの課題を解釈したりして，まとめたものである。したがって子どもの学習の理解度

や到達度が分かる資料である。

この活動を進めるにあたっては，子どもが第二次で学習課題を解釈してきた手順を理解して

おり，また導入部においてこの活動を意識させておいたことからスムーズに進めることができ

た。自分で課題を決めた子どもは，教科書から根拠となる記述を探したり，自らの考えを伝記

「イーハトーヴの夢」と関連付けたりする。そして，表現構成を踏まえて自らの考えをまとめ，

表現していった。前述したように，「カレーライス」を使った解説書のモデルを示していたため，

それを参考にして作成した子どもが多かった。ここでは，３人の子どもの解説書から一部抜粋

して掲載し，分析する。

なお，抜粋した子どもの解説文は，「学習課題」「考え・意見」「根拠」の三つの要素から成り

立っており，下図のように分類して掲載している。
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《Ａ児》 《Ｂ児》

Ａ児については，作中に登場する果物が「やまなし」である理由を季節とくだものの特徴か

ら解釈している。十二月が明るいイメージをもつ季節であるという既習事項が解釈する判断材

料になっていることも評価できる。また，冒頭部で理由が二つあることを述べ，「一つめ」，「二

つめ」という言葉を使っていることは，順序立てて述べるという検証授業Ⅰが生かされている

ものであると判断できる。しかし，二つめの理由が，梨がバラの木の仲間であることを紹介し

ただけで終わっている。今後は，自分の文章を読み返しながら，相手にきちんと伝わるのかど

うかを客観的に判断し，推敲できるように指導していきたい。

Ｂ児については，登場人物の関係からやまなしの意味に迫った例である。物語全体を理解し，

読解した上で，やまなしを「自らを犠牲にしてまでも他の者に尽くすもの」と意味付けること

ができている。また，宮沢賢治の伝記「イーハトーヴの夢」にある賢治の死の直前のエピソー

ドが解釈の判断材料になっていることが分かる。更に解釈を豊かにするために，宮沢賢治のエ

ピソードとやまなしの関連を考えさせ，詳しく述べさせてもよかった。このような子どもにつ

いては，解釈のポイントを絞り，重点的に一つのことを深く見つめさせたり，関係図を示して

説明させたりするなどより高いレベルの解釈と説明を目指していくことが望ましい。

以上のように，本単元では単元を貫く言語活動に「解説書を作る」を設定し取り組んできた。

子どもは教材「やまなし」の疑問から課題を設定し，主体性をもって読解・表現・交流を通し

て，疑問を解決していく中で解釈していった。そのようにして解釈した自分の考えを表現する

には，しっかりとした根拠に基づく必要がある。そこで，子どもが表現する文章は「解説文」

が適当であると判断したのである。

解説書を作る言語活動を通して，根拠に基づいた意見発表ができたり，文学的文章を論理的

に読んだりすることが期待できる。また，子どもが書く文章にも広がりが見られることも考え

られる。

(6) 子どもの学習後の意識

ア 意識調査結果

子どもの学習に対する意識や学習を通して感じたこと・分かったことを把握するために学

習後の実態調査を行った。ここでは，本研究内容に関する「主体性」「読解」「表現」「交流」

「解釈」の項目について，代表的なものをあげることとする。
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(ｱ) 学習の目標を達成するために，進んで学習することができましたか。（主体性）

《記述内容》

○ 自分で決めた目標を達成するために，宮沢賢治の本を読んだ。

○ 自分から進んで，本などで調べることができた。

○ 自分から宮沢賢治の本を読んで学習することができた。

○ やってみると楽しいしおもしろかった。

● もう少し目標を理解して取り組めばよかった。

(ｲ) 「やまなし」の話の内容が分かりましたか。（読解）

○ 解説書を作るために何回も読んだから分かった。

○ 自分の課題を解いていくうちに，「やまなし」のことを理解できるようになった。

○ 宮沢賢治が思いをこめて書いたことがよく分かった。

○ 最初は分からなかったけど，読んでいくうちに分かるようになった。

△ 大体理解できたけど，完璧ではなかった。

(ｳ) 自分の考えや意見を，根拠や理由をつけて発表したり書いたりすることができましたか。

（自分の考えや意見の表現）

○ 他の作品を読むことで，根拠や理由を書くことができた。

○ 難しいと思っていたけど，書いてみると簡単だった。

○ 学習したことを解説書に生かせた。

○ これからは，根拠を付けて意見を言うようにしたい。

○ 根拠を見つけるのが楽しかった。

● 答えができても，根拠や理由がわからなかった。

● 根拠を伝えるのが難しかった。
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調査実施時期 平成 24年 11 月

調査対象 さつま町立盈進小学校 第６学年２組 児童 29人

調査方法 質問紙法
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(ｴ) 友達の意見を聞いて，自分の考えを深めることができましたか。（交流による深まり）

○ 自分の考えを人に教えられた。

○ みんなの意見を聞いて，よりよくなった。

○ 友達の意見はすごくよかった。

○ 友達の意見も分かりやすくてすごくいいと思った。

● 少ししか分からなくて，深められなかった。

● 自分の考えと似ている人が多かったから，あまり深められなかった。

(ｵ) 宮沢賢治の伝えたかったことが分かりましたか。（作品テーマの解釈）

○ 苦労したけど，やっていたら見つけられた。

○ 自分の想像の中で分かった。

○ 難しいけど，それ（福元注；難しいことを解決することでイメージが膨らむこと）が楽

しいんだと思った。

○ 「イーハトーヴの夢」を読んで知ることができた。

● 「やまなし」を何回も読んだけど，あまり分からなかった。

主体的な学習に対する質問では，進んで宮沢賢治の作品を読んだり，調べたりして読書への

広がりが感じられる回答が見られた。学習の目的を明確にしたことや作者の生き方を視点に

した読みの学習をしたことから，興味をもった子どもが出てきたものと思われる。

教材の読解については，学習前は 17％が「分かった」と回答していたのに対し，学習後は

86％が「よく分かった・分かった」と回答した。繰り返しの学習やつまずきを見取ることが

表現活動に効果があったものと思われる。子どもの記述では，課題を解決することで，理解

できるようになったことを実感するものが見られた。課題を解決していく過程で力が付いて

いっていることが分かる内容である。

表現に関する質問では，根拠をもとに説明できたという子どもがいる一方で，「答えができ

ても根拠や理由が分からなかった」という回答があった。根拠を明確に説明しよう，自らの

考えを深めようと取り組んだことの表れであると捉えられる。自らの考えを根拠をもとに表

現することに取り組んできた結果，子どもの意識も変わってきたと考えられる。

交流の中で活発な意見交換が行われ，相互作用によって読みが深まることをねらいとしてい

たが，学習の効果が認められなかった。原因としては，子どもに話し合う力が十分に付いて

いなかったことが考えられる。しかし，「自分の考えを人に教えられた」という記述は見られ

た。考えをもってはいるものの，漠然としてうまく表現できない状態であったものが，交流
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の中で友達が言葉にすることで自分の考えが明確になったということであろう。このような

回答は，交流の効果を表す感想であると言える。

作品テーマに関する質問では，難しい課題を解決する楽しさを感じたり，教材文以外の資

料や作品からテーマを見付けたりする子どもがいたことが分かった。

意識調査の結果，「読解」「表現」「交流」「解釈」において，子どもがどのように考えて学

習してきたのかを知ることができた。課題を意識させ，それに基づいて学習することの重要

性が子どもの感想から裏付けられたと考える。

イ 「解説書後書き」より

解説書の後書きは，「学習の感想」，「宮沢賢治の生き方・考え方について」，「学習を通して

自分ができるようになったこと」，「難しかったこと」，「これからがんばりたいこと」を観点

として学習のまとめを書くこととした。学習を終えて，子どもが何を感じ，何を思い，今後

どのような学習をしていきたいと考えているのかを把握するねらいがあった。以下に代表的

なものを載せる。

・ これからも賢治の本を読んで，特徴を調べたい。

・ この学習を通してできるようになったことは，考えて自分で書くこと。これからは，

学習してできるようになったことを生活に生かしていきたい。

・ これからはやまなしみたいに人のために生きていきたい。

・ 宮沢賢治の生き方は，「やまなし」に出てくるやまなしのような生き方だったと思う。

自分のことよりも周りの人を大切にできるように生きていきたいと思った。

・ 楽しいときにもきびしいことがあるし，きびしいときには楽しいことがあることを覚

えておこうと思う。

・ 宮沢賢治の本の内容は難しい。だけど難しいから何度も読む。それが楽しい。

解説書の後書きには，宮沢賢治の生き方を自分に重ねてみたものや今後の学習への意欲，

学びへの楽しさ等が述べられていた。学習に真摯に向き合い，目標を達成しようと取り組ん

できたことが伝わってきた。このような，子どもに身に付いた力や学習への意欲を教師側が

しっかりと捉え事後の学習や今後の読書生活につなげていくことが大事であると考える。

ウ 子どもが作成した解説書の実際

子どもが，第三次で作成した解説書は「表紙」「目次」「前書き」「解説文」「後書き」「奥付」

の構成で成り立っている。前書きには，初発の感想や学習の目的が書かれてあり，解説文は，

一斉学習で扱った課題と個別の課題をまとめる形で書かれている。最後に，奥付を書くこと

で，学習の成果と達成感を味わうことができた(図 22)。

(7) 検証授業の成果と課題

ア 成果

(ｱ) 教師と子どもが「身に付ける力」，「単元を貫く言語活動」を共有し，「実態」を把握する

ことで学習課題を意識させることができ，そのことが学習への意欲の高まりにつながった。

(ｲ) 子どもの疑問を学習課題につなげたことで，意欲をもち，主体的な活動ができた。

(ｳ) 「読みの視点」を明確にし，子どもに提示することで読みが焦点化された。

(ｴ) 根拠を基に考えや意見を表現するという意識付けができ，子どものほとんどができるよう

になった。

(ｵ) 学習課題を叙述から想像したり推論したりして，自分なりに解釈することができた子ども

が多かった。
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図 23 読解における正答率の変化

％％％％％

イ 課題

(ｱ) 学習計画作成に時間が足りず，また内容面でもどのような学習活動が単元を貫く言語活動

に必要なのかを考えることは子どもには難しかった。

(ｲ) 教材文の読解に時間を要してしまい，交流に十分な時間がかけられなかった。

(ｳ) 構造的で子どもの思考の流れに沿ったワークシートを開発する必要がある。

(ｴ) 解説書に独自性や創造性が見られるものが少なかった。また，リライトの学習をしていな

いため，第二次でのワークシート内容をそのまま写すだけの子どもも見られた。相手意識

の不足から，読み返しがなされていないと思われるものもあった。

《表紙》 《目次》 《前書き》

《解説文》 《後書き》 《奥付》

図 22 子どもの作品例

Ⅳ 研究のまとめ

１ 研究の成果

(1) 導入部に様々な手立てを講じたことで，学

習意欲が増し，自主的・主体的に学習を進め

られるようになった。

(2) 読みの視点を与えたり，表現を効果的に活

用したりすることで，子どもの読解する力に

向上が見られた(図 23)。
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(3) 領域の関連を図ったり，表現構成を決め

たりしたことで，自分の意見や考えを根拠

に基づいて表現することができた(図 24)。

(4) 年間指導計画を作成し，習得した基礎

的・基本的な知識・技能を生かす指導を試

みた。検証授業Ⅱでは検証授業Ⅰで学習し

たことを活用した指導を効果的に行うこと

ができた。

(5) 「主体性」「読解」「表現」「交流」を効果

的に位置付けたことで，子どもの解釈する

力に向上が見られた(図 25)。

２ 今後の課題

(1) やまなし解説書という最終目標を見据

えさせた結果，学習計画表を作成していこ

うという自主性は身に付いた。しかし，学

習計画表作成のための指導が十分に行き届

かなかったため，年度当初の単元においては，単元を貫く言語活動に関わる学習内容の具体例

を示し，そこから選択して学習計画作成へと導くようにし，次第に選択肢を少なくしながら，

自らの力で学習計画が立てられるようにしていきたい。

(2) 今回は表現構成を決めて解説書の作成をしていったが，今後は伝えたい内容によって表現構

成を変えていくことも必要である。したがって，説明文教材や「書くこと」「話すこと・聞くこ

と」で学習してきた表現構成とその効果を振り返らせ，選択させることも考えていきたい。伝

えたいことに合った様式で表現できるようにしていく必要がある。

(3) 年間指導計画における単元のつながりは無数に考えられ，教師が年間を通してどのような力

を付けたいのかによって変わってくる。子どもの実態を把握し，身に付けるべき力を焦点化し

て計画を立てていく必要がある。

(4) 行間や空白の部分を読み，根拠としてまとめることができる子どもは多くいたが，自分の考

えと関連付けたり，深めたり，意味付けたりするレベルの指導まではできていなかった。今後

は，それらのレベルまで引き上げる指導を行っていくことが重要である。そのためには，２年

間を通した計画的な指導が必要不可欠である。担任間の連携を密にしたり，前担任からの引き

継ぎや後担任への引き継ぎをしっかりしたりして，実態把握に努めることも重要である。子ど

もの実態をしっかりと把握した上で，レベルアップを図っていくようにしたい。

(5) 交流については，主張はできるものの，話す側と聞く側双方向の活発な意見のやりとりが展

開されることは少なかった。まずは手引き等を使って交流活動の進め方を身に付けさせ，国語

科だけでなく，全教科において交流の場を設け，経験を増やしていくようにしたい。また，日

常の指導において，話す機会を増やしたり，それに対して質問や意見を述べ合ったりすること

も大事であると考える。

％％％％％

％％％％％

図 24 根拠に基づいた表現の達成率の変化

図 25 文学的文章における解釈の達成率

の変化
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【研究の概要】

本研究は，文学的文章を主体的に解釈できる子どもを

育てるために，「主体性」「読解」「表現」「交流」の４項

目を研究の柱とし，具現化を図る国語科学習の在り方に

ついて研究したものである。

具体的には，領域を関連付けた年間指導計画や主体的

な解釈の育成を図る系統表を作成し，習得した知識・技

能が生かされるとともに，学習につながりをもって指導

ができるようにした。また，主体性をもたせるために課

題設定の工夫や読解と表現を関連付けた読解の工夫，さ

らに解釈へと導くための交流活動を工夫し，検証授業を

行った。

その結果，子どもが主体的に学習に取り組むことがで

き，根拠に基づいて自分の考えを表現できるようになっ

た。そして，最後には叙述を基に自らの力で解釈できる

子どもの姿が多く見られるようになった。

【担当所員の所見】

本研究は，国語科の「読むこと」の学習指導におい

て，第６学年の児童を対象として，文学的な文章を主

体的に解釈できるようにすることを目指したものであ

る。「読むこと」の領域の単元において，文学的な文章

を読む能力を育成するために，読む活動だけではなく，

話す・聞く活動や書く活動を有機的に位置付けるには

どのようにすればよいかということを追究した研究で

あると考える。

文学的な文章を自分なりに意味付けて読むことがで

きたときに，貴重な読書体験となり得る。本研究の検

証授業において，児童は「やまなし」を教材として読

んだ。例えば，ある児童は，落ちてきたやまなしの「黄

金のぶち」がきらきらっと光ったことについて，やま

なしが「食べて，食べて。」と言っているようだと感じ

た。このように，文学的な文章の中から声を感じるほ

ど解釈できた児童は，この読書体験を生涯忘れること

はないと考える。

今回の研究が，今後の教育実践において展開されて

いくことを期待したい。そのことにより，多くの児童

に対して，文学的な文章を主体的に解釈する力を育成

するとともに，生涯にわたって文学的な文章を読み味

わう姿勢を身に付けていくことを心から願っている。
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